
証券コード 1776
平成26年６月12日

株 主 各 位
東京都新宿区余丁町13番27号

三井住建道路株式会社
代表取締役
社 長 澤 誠 之 助

第67期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜りありがたく厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第67期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ

いますようご通知申し上げます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます

ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権

行使書用紙に賛否をご表示いただき、来る平成26年６月26日（木曜日）午後５時45分

までに到着するようにご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬 具

記

1. 日 時 平成26年６月27日（金曜日）午前10時

2. 場 所 東京都新宿区箪笥町15番地
牛込箪笥区民ホール
(末尾掲載の案内図をご参照ください。）

3. 目 的 事 項

報 告 事 項 1. 第67期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで) 事業
報告、連結計算書類ならびに会計監査人及び監査役会の連結
計算書類監査結果報告の件

2. 第67期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）計算
書類報告の件

決 議 事 項

第１号議案 取締役７名選任の件

第２号議案 監査役１名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ
さいますようお願い申し上げます。

◎本招集ご通知添付書類及び株主総会参考書類の内容について、修正すべき事項が生
じた場合には、当社ホームページ（http://www.smrc.co.jp/）において掲載するこ
とにより、お知らせいたします。

◎代理人による議決権行使の場合
代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する株主の方に委任する場
合に限られます。この場合は、代理権を証明する書面のご提出が必要となります
ので、あらかじめご了承ください。なお、代理人は１名とさせていただきます。
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(添付書類)

事 業 報 告

（平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで）

1. 企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、海外景気の下振れが国内の景気に影

響を与えるリスクはあるものの、政府主導による経済諸施策の効果から消費等

の内需を中心として景気は回復傾向にあり、また企業の業績回復による設備投

資の持ち直し、雇用環境の改善が景気回復を確かなものとする期待があります。

道路建設業界におきましては、全国的な労務・施工要員不足や資機材価格の

高騰等の懸念材料はあるものの、緊急経済対策の本格的な執行により公共投資

が増加するとともに、官需の刺激により民間需要も回復するという、好循環の

兆しが見え始め、堅調な推移となりました。

このような状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社をいう。以下同

じ。）は、当期より「強靭な企業体質の創造」をコンセプトに掲げた「新中期経

営計画(26/3期～28/3期)」をスタートさせ、その事業戦略に基づいた諸施策を

推進し、事業量の確保と質の向上を図るとともに、市場性を捉えた投資・経営

資源の配分を進め、利益確保に努めてまいりました。

その結果、受注高は380億41百万円（前連結会計年度比14.2％増加）となりま

した。売上高は364億22百万円（前連結会計年度比10.8％増加）、経常利益は14

億34百万円（前連結会計年度比34.6％増加）、当期純利益は７億54百万円（前連

結会計年度比37.8％増加）となりました。

なお、「新中期経営計画」で掲げております新規事業の創出の一環として、平

成25年10月より太陽光発電による売電事業を開始しております。
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(2) 部門別事業の状況

① 工 事 部 門
当連結会計年度の受注工事高は306億60百万円（前連結会計年度比13.7％増

加）であり、これに前連結会計年度からの繰越工事高89億52百万円を加え、当

連結会計年度手持工事高は396億12百万円となりました。うち当連結会計年度中

の完成工事高は290億21百万円（前連結会計年度比9.5％増加）であり、これに

より、翌連結会計年度への繰越工事高は105億90百万円となりました。

当連結会計年度の主な受注工事及び完成工事は、次のとおりであります。

　主要受注工事

発 注 者 工 事 名 工 事 場 所

宮 城 県 大手埠頭荷捌地外災害復旧工事 宮 城 県

成 田 国 際 空 港 株 式 会 社 Ａ５誘導路フィレット拡幅工事 千 葉 県

昭 和 飛 行 機 工 業 株 式 会 社 昭和の森ゴルフ練習場改修工事（土木工事） 東 京 都

国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局 平成25年度１号弥生町西電線共同溝工事 静 岡 県

国 土 交 通 省 九 州 地 方 整 備 局 東九州道（鹿屋～曽於）後迫地区（第２工区）舗装工事 鹿 児 島 県

　主要完成工事

発 注 者 工 事 名 工 事 場 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 道央自動車道岩見沢管内舗装補修工事 北 海 道

宮 城 県 道 路 公 社 仙台松島（Ⅵ）舗装（７工区）工事 宮 城 県

国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 湾岸道路根岸舗装（その１）工事 神 奈 川 県

三井不動産レジデンシャル株式会社 （仮称）ファインコート相模原上鶴間計画宅地造成工事 神 奈 川 県

国 土 交 通 省 近 畿 地 方 整 備 局 紀北東道路大藪地区他舗装工事 和 歌 山 県

② 製 品 部 門
アスファルト合材等の製品部門におきましては、製品等売上高は73億81百万

円（前連結会計年度比16.0％増加）となりました。

　
③ そ の 他 部 門

その他部門におきましては、太陽光発電による売電事業の売上高は20百万円

となりました（前連結会計年度の売上はありませんでした。）。

④ 当連結会計年度の部門別受注高・売上高・繰越高
（単位：百万円)

区 分
前連結会計年度
繰 越 高

当連結会計年度
受 注 高

当連結会計年度
売 上 高

翌連結会計年度
繰 越 高

工 事 部 門 8,952 30,660 29,021 10,590

製 品 部 門 ― 7,381 7,381 ―

そ の 他 部 門 ― ― 20 ―

合 計 8,952 38,041 36,422 10,590
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(3) 設備投資の状況

当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の総額は10億89百万円であり、

その主なものは太陽光発電設備の新設及びアスファルト合材生産設備の増強の

ためのものであります。

(4) 資金調達の状況

特記すべき資金調達は行っておりません。

(5) 財産及び損益の状況の推移

区 分
第 64 期

(平成23年３月期)
第 65 期

(平成24年３月期)
第 66 期

(平成25年３月期)

第 67 期
(当連結会計年度)
(平成26年３月期)

受 注 高 (百万円) 24,397 31,298 33,324 38,041

売 上 高 (百万円) 28,507 31,551 32,861 36,422

経 常 利 益 (百万円) 633 703 1,065 1,434

当期純利益 (百万円) 287 322 547 754

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 (円)

15.49 17.40 29.53 40.70

総 資 産 (百万円) 18,908 22,357 22,749 25,432

純 資 産 (百万円) 4,476 4,810 5,362 5,949

１ 株 当 た り
純 資 産 (円)

241.30 259.31 286.97 317.84
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(6) 対処すべき課題

「新中期経営計画」に掲げた諸施策を着実に実行し、「強靭な企業体質の創

造」を図ることが、企業が生き残り、成長を続けるために必要と考えておりま

す。

また、企業市民として、安全・品質の確保やコンプライアンスの徹底を実践

し、公正妥当な事業活動を行うとともに、内部統制システムの充実に努めてま

いります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。

(7) 主要な事業内容（平成26年３月31日現在）

当社グループは、建設業法による許可を受けて、建設工事ならびにこれらに

関連する事業を行っております。

当社グループの主要な事業内容は、建設事業、製造・販売事業、その他の事

業であり、建設事業は舗装工事、土木工事及び建築工事等に関する事業、製

造・販売事業は建設用資材の製造・販売に関する事業、その他の事業は売電事

業及び不動産取引に関する事業であります。

(8) 主要な事業所（平成26年３月31日現在）

① 当社

名 称 所 在 地 名 称 所 在 地

本 店 東 京 都 新 宿 区 関 西 支 店 大 阪 市 西 区

北 海 道 支 店 札 幌 市 中 央 区 中 国 支 店 広 島 市 東 区

東 北 支 店 仙 台 市 青 葉 区 四 国 支 店 愛 媛 県 松 山 市

関 東 支 店 東 京 都 新 宿 区 九 州 支 店 福 岡 市 中 央 区

中 部 支 店 名 古 屋 市 中 区 技 術 研 究 所 千 葉 県 流 山 市

(注) 平成26年４月１日付で中国支店と四国支店を統合し中四国支店(所在地：広島市東区)とし、四
国支店は四国営業所と改称いたしました。

② 子会社

会 社 名 本 店 所 在 地

三 道 工 業 株 式 会 社 札幌市東区

雁 部 建 設 株 式 会 社 宮城県石巻市
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(9) 従業員の状況（平成26年３月31日現在）

① 企業集団の従業員の状況

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減

４３６名 ５名増

(注) 従業員数は就業人員数であります。

② 当社の従業員の状況

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

397名 １名減 44.9歳 17.1年

(注) 従業員数は就業人員数であります。

(10)重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社との関係

当社の親会社は三井住友建設株式会社であり、当社の総株主の議決権の53.74

％（出資比率は53.71％）を保有しております。当社は同社から工事請負をして

おります。

② 子会社の状況

会 社 名 資 本 金 出 資 比 率 主 要 な 事 業 内 容

百万円 ％

三 道 工 業 株 式 会 社 10 100.0 道路舗装及び土木等工事の請負

雁 部 建 設 株 式 会 社 30 51.7 道路舗装及び土木等工事の請負

(11)主要な借入先の状況

該当事項はありません。

(12)その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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2. 会社の状況
(1) 会社の株式に関する事項（平成26年３月31日現在）

　 ① 発行可能株式総数 70,000,000株

　 ② 発行済株式の総数 18,547,532株
（自己株式 7,468株を除く。）

　 ③ 当期末株主数 1,573名

④ 大株主の状況

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

千株 ％

三 井 住 友 建 設 株 式 会 社 9,963 53.71

クレディットスイスアーゲーチューリッヒ 503 2.71

三 井 住 建 道 路 従 業 員 持 株 会 326 1.75

ゴールドマンサックスインターナショナル 320 1.72

松 井 証 券 株 式 会 社 290 1.56

重 田 康 光 270 1.45

並 河 賢 一 郎 215 1.15

服 部 光 夫 190 1.02

宇 部 木 材 株 式 会 社 172 0.92

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 172 0.92

（注）持株比率は自己株式（7,468株）を控除して計算しております。

(2) 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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(3) 当社の会社役員に関する事項（平成26年３月31日現在）

① 取締役及び監査役の状況

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役会長 河 野 豊 輝

代表取締役社長 澤 誠之助 ※ 執行役員社長

取 締 役 高 木 春 生 ※ 執行役員副社長 営業管掌、監査部担当、技術研究所担当

取 締 役 岩 崎 正 也 ※ 専務執行役員 営業本部長

取 締 役 仲 川 政 一 ※ 専務執行役員 企画・管理本部長

取 締 役 加 藤 和 歳 ※ 常務執行役員 工事本部長、安全統括、安全環境部担当

取 締 役 川 島 淳 ※ 執行役員 企画・管理本部副本部長

常 勤 監 査 役 井 上 達 夫

監 査 役 松 本 俊 一

監 査 役 布 施 憲 子 弁護士

監 査 役 阿 部 勉 三井住友建設株式会社関連事業部長

(注) 1. 監査役布施憲子、阿部勉の両氏は、社外監査役であります。また、監査役布施憲子氏は、

東京証券取引所有価証券上場規程第436条の２に定める独立役員であります。

2. 常勤監査役井上達夫氏は、三井住友建設株式会社及び当社において長年にわたり経理・財

務に関する業務の経験を重ねてきており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有する

ものであります。

　 監査役松本俊一氏は、三井住友建設株式会社及び当社において長年にわたり建設業に関す

る幅広い業務経験ならびに監査に関する業務経験を重ねてきており、建設業全般に関する

相当程度の知見を有するものであります。

監査役布施憲子氏は、弁護士としての専門的な知識と幅広い経験から監査体制に関する相

当程度の知見を有するものであります。

監査役阿部勉氏は、三井住友建設株式会社において長年にわたり建設業に関する幅広い業

務の経験を重ねてきており、建設業全般に関する相当程度の知見を有するものであります。

3. 平成25年６月27日開催の第66期定時株主総会において次のとおり新たに選任され、同日就

任いたしました。

取 締 役 川 島 淳
4. 平成25年６月27日開催の第66期定時株主総会終結の時をもって、任期満了により次のとお

り退任いたしました。（ ）内は退任時の地位であります。

近 藤 彰(取 締 役)
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5. 当社は執行役員制度を導入しており、前記の※印の取締役は執行役員を兼務しております。
なお、平成26年３月31日現在における執行役員（執行役員を兼務している取締役を除く。)
は次のとおりであります。

氏 名 会社における地位及び担当

石 田 太 成 常 務 執 行 役 員 営業本部副本部長

松 井 隆　幸 常 務 執 行 役 員 九州支店長

浅 野 幸 一 常 務 執 行 役 員 東北支店長

赤 塚 秀 一 執 行 役 員 関東支店長

根 来 悟 執 行 役 員 企画・管理本部副本部長

佐々木 日出幸 執 行 役 員 中部支店長

伊 藤 純 一 執 行 役 員 関西支店長

② 取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 ８名 47百万円

監 査 役 ３名 16百万円

（うち社外監査役） (１名) ( 3百万円)

合 計 １１名 63百万円

(注) 1. 取締役の報酬（平成15年６月27日開催 第56期定時株主総会決議）
　 月額12,000千円以内（使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない。）
2. 監査役の報酬（平成７年６月30日開催 第48期定時株主総会決議）
　 年額24,000千円以内
3. 使用人兼務取締役の使用人給与相当額は、24百万円であります。
4. 社外監査役２名のうち１名は無報酬であります。

③ 社外役員に関する事項
1) 当該事業年度における主な活動状況

氏 名 区 分 主な活動状況

布 施 憲 子 監 査 役

当事業年度開催の取締役会11回の内10回及び
監査役会13回の内12回に出席し、豊富な経験
に基づく専門的観点から必要に応じ適宜発言
を行っております。

阿 部 勉 監 査 役

当事業年度開催の取締役会11回の内10回及び
監査役会13回の内12回に出席し、豊富な経験
に基づく専門的観点から必要に応じ適宜発言
を行っております。

2) 責任限定契約の内容の概要
　当社は、定款第34条の規定に基づき布施憲子氏との間で責任限定契約を締
結しております。当該責任限定契約の内容の概要は、会社法第423条第１項
の責任について、同氏が監査役の職務を行うにつき善意でかつ重大な過失が
ないときは、法令の定める最低責任限度額とするものであります。

3) 重要な兼職先との関係
　監査役阿部勉氏は三井住友建設株式会社関連事業部長であり、同社は当社
の53.71％の株式を保有する親会社であります。当社は同社から工事請負を
しております。
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(4) 会計監査人に関する事項

① 会計監査人の名称 　 新日本有限責任監査法人

② 当社の当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 39百万円
③ 当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
　 財産上の利益の合計額 39百万円
④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

会社都合により会計監査人を不再任とする場合及び会計監査人が継続してそ

の職責を全うするうえで重要な疑義を抱く事象が発生した場合には、解任また

は不再任に関する議案を監査役会の同意を得るか、または監査役会からの請求

により株主総会に付議します。

なお、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認め

られる事象が判明し、監査役会が会計監査人を解任した場合は、監査役会が選

定した監査役が解任後最初の株主総会において、解任の旨及びその理由を報告

します。

(5) 剰余金の配当等の決定の機関及び方針ならびに内容

当社は、業績の状況や長期的な事業発展のための内部留保の充実等を勘案しつ

つ、株主の皆様へは安定的な配当の継続とともに利益還元を積極的に行うことを

基本方針としております。

また、当社は、利益状況に適した配当の水準及び時期を機動的に決定するため、

剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項については、法令に別段の

定めがある場合を除き、取締役会の決議によって行うことができる旨を定款に定

めております。

当事業年度の期末配当につきましては、平成26年５月26日開催の取締役会決議

により、１株につき３円とさせていただきました。これにより、配当金総額は55

百万円となります。株主の皆様には、今後とも引き続きご支援を賜りたく、お願

い申し上げます。
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(6) 業務の適正を確保するための体制
当社は、経営理念に基づく事業活動を遂行するため、社会通念に則った行動の

規範として「企業行動憲章」を定め、コンプライアンスに関する強い意志をもっ
て、有効かつ効率的な業務運営と、その監視が適正に実行され、財務の信頼なら
びに資産の保全が図られる体制の確保を、内部統制システムに関する基本方針と
しています。
① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
ａ 役員に対しては「企業行動憲章」に関連するコンプライアンス教育を年度
計画に沿って継続的に実施する。

ｂ 内部統制システムの整備・運用状況の活動結果は企画・管理本部長が四半
期毎に、取締役会に報告する。

ｃ 財務報告の信頼性を確保できる内部統制の体制を整備・運営する。
ｄ 内部通報制度（内部公益通報者保護規則）を適切・有効に運用する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保全及び管理に関する体制
ａ 取締役の職務の執行に係る情報は、所管部署が文書または電磁的媒体に記
録し文書管理規則に従い保存し管理する。

ｂ 取締役及び監査役は、これらの文書等を閲覧できるものとする。
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
ａ リスク管理規則に基づき、潜在するリスクの顕在化防止及び顕在化したリ
スクによる損失の最小化を図る。

ｂ リスク管理委員会は、リスクに関する想定・分類、発生予防、発生時の対
処方法の策定及び関係諸規則の整備を行う。

ｃ 監査部は経営企画部と連携し、各部署の日常的なリスク管理状況の内部監
査を実施する。

ｄ 大地震等の大災害に備えては、事業継続計画（ＢＣＰ）に基づき緊急対応
を実施する。

ｅ 他の委員会や職制を通じて損益リスク・貸倒れリスク・施工リスクの低減
を図る。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
ａ 取締役会は経営に関する意思決定機能及び業務執行の監督機能を担い、円
滑な遂行が求められる業務執行機能は執行役員が担うことで、迅速かつ慎重
な意思決定を期すとともに、業務執行の権限及び責任の明確化を確保する。

ｂ 当社及び当社子会社の経営重要事項について、効率的で迅速な業務執行を
図るため、取締役等で組成する経営会議で適宜審議を行う。

ｃ 年度経営計画は、各事業所毎に数値目標を織り込み、取締役会の承認を経
て編成し、それに基づく年度計画進捗管理を行う。

ｄ 企画・管理本部長は、当該年度計画の進捗状況について取締役会に報告す
る。
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⑤ 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
ａ 社員に対しては「企業行動憲章」に関連するコンプライアンス教育を年度
計画に沿って継続的に実施する。

ｂ 組織・職務規則、業務決裁規則、社員就業規則等、企業活動を適正・適法
に遂行するための社内規則を整備するとともに、社内ルールの遵守を徹底す
る。

ｃ 監査部は、業務監査を通じて、社員のコンプライアンス状況を監査し、そ
の結果を企画・管理本部長に報告する。

⑥ 当該株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の
適正を確保するための体制

ａ 当社及び当社子会社は、親会社の内部統制と連携して、企業集団としての
統一性をもった体制整備を行う。

ｂ 当社の子会社に対しては、経営企画部が所管部署となり、当社の「企業行
動憲章」の教育・指導を行う。

ｃ 経営状況（年度計画進捗状況）については、四半期毎に取締役会に報告を
行う。

⑦ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該
使用人に関する事項

ａ 監査役の監査業務を補助する使用人（以下「補助使用人」という。）を配置
する。

ｂ 選任された補助使用人に対する指揮命令権は、監査役が有する。
⑧ 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項
ａ 選任された補助使用人は、全ての取締役からの独立性が保障される。
ｂ 補助使用人の人事異動等については、監査役の同意を必要とする。

⑨ 取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告
に関する体制
取締役または使用人は、監査役に対し、関係会議の同席などにより次の事項
を報告する。
(ａ) 経営会議の審議事項
(ｂ) 内部監査の状況
(ｃ) リスク管理委員会の検討等事項
(ｄ) 年度計画の進捗状況
(ｅ) その他会社に著しい損害を与えるおそれのある事項

⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ａ 監査役は監査部と連携し、全社のコンプライアンス体制及びコンプライア
ンス上の問題の有無を調査・検討する。

ｂ 監査役は必要に応じ、取締役と意見交換会を設定する。
ｃ 監査役は必要に応じ、会計監査人と意見交換会を設定する。

〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰 〰
以上のご報告は次の方法により記載しております。

(1) 百万円単位の記載金額は、百万円未満切り捨てにより表示しております。
(2) 千株単位の記載株数は、千株未満切り捨てにより表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
(平成26年３月31日現在)

資 産 の 部 負 債 の 部

千円 千円

流 動 資 産 20,473,158 流 動 負 債 17,146,949

現 金 預 金 6,175,072 支払手形・工事未払金等 13,890,002

受取手形・完成工事未収入金等 13,160,124 未 払 法 人 税 等 597,026

販 売 用 不 動 産 2,287 未 成 工 事 受 入 金 1,208,892

未 成 工 事 支 出 金 733,009 完成工事補償引当金 32,600

材 料 貯 蔵 品 132,545 賞 与 引 当 金 8,406

繰 延 税 金 資 産 172,616 工 事 損 失 引 当 金 37,681

そ の 他 114,430 そ の 他 1,372,340

貸 倒 引 当 金 △16,927

固 定 資 産 4,959,648 固 定 負 債 2,336,288

有 形 固 定 資 産 4,601,766 再評価に係る繰延税金負債 335,314

建 物 ・ 構 築 物 1,237,397 退職給付に係る負債 1,834,878

機 械 及 び 装 置 777,374 資 産 除 去 債 務 83,447

土 地 2,514,024 そ の 他 82,647

建 設 仮 勘 定 21,598 負 債 合 計 19,483,237

そ の 他 51,371 純 資 産 の 部

無 形 固 定 資 産 158,928 株 主 資 本 5,938,349

投資その他の資産 198,953 資 本 金 1,329,850

破 産 更 生 債 権 等 22,028 資 本 剰 余 金 1,541,453

繰 延 税 金 資 産 8,422 利 益 剰 余 金 3,068,017

そ の 他 231,619 自 己 株 式 △971

　貸 倒 引 当 金 △63,116 その他の包括利益累計額 △43,164

その他有価証券評価差額金 3,914

土地再評価差額金 97,873

退職給付に係る調整累計額 △144,951

少 数 株 主 持 分 54,384

純 資 産 合 計 5,949,569

資 産 合 計 25,432,807 負 債 純 資 産 合 計 25,432,807
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連 結 損 益 計 算 書

（平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで）

科 目 金 額

千円 千円

売 上 高

完 成 工 事 高 29,021,922

製 品 等 売 上 高 7,381,041

売 電 事 業 売 上 高 20,014 36,422,978

売 上 原 価

完 成 工 事 原 価 26,886,745

製 品 等 売 上 原 価 6,060,282

売 電 事 業 売 上 原 価 9,948 32,956,975

売 上 総 利 益

完 成 工 事 総 利 益 2,135,177

製 品 等 売 上 総 利 益 1,320,758

売 電 事 業 売 上 総 利 益 10,065 3,466,002

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,029,720

営 業 利 益 1,436,282

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,130

受 取 地 代 家 賃 3,107

保 険 事 務 手 数 料 2,274

雇 用 調 整 助 成 金 1,650

そ の 他 3,661 11,824

営 業 外 費 用

支 払 利 息 888

支 払 保 証 料 11,178

そ の 他 1,411 13,478

経 常 利 益 1,434,628

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 2,699 2,699

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 8,719

減 損 損 失 2,450 11,170

税金等調整前当期純利益 1,426,158

法人税、住民税及び事業税 608,077

法 人 税 等 調 整 額 48,222 656,299

少数株主損益調整前当期純利益 769,858

少 数 株 主 利 益 15,011

当 期 純 利 益 754,847
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連結株主資本等変動計算書

（平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで）

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

千円 千円 千円 千円 千円

当 期 首 残 高 1,329,850 1,541,453 2,350,268 △611 5,220,959

連結会計年度中の変動額

　剰 余 金 の 配 当 △37,098 △37,098

当 期 純 利 益 754,847 754,847

自 己 株 式 の 取 得 △359 △359

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 ― ― 717,748 △359 717,389

当 期 末 残 高 1,329,850 1,541,453 3,068,017 △971 5,938,349

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

千円 千円 千円 千円 千円 千円

当 期 首 残 高 4,459 97,639 ― 102,098 39,373 5,362,432

連結会計年度中の変動額

　剰 余 金 の 配 当 △37,098

当 期 純 利 益 754,847

自 己 株 式 の 取 得 △359

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

△545 233 △144,951 △145,263 15,011 △130,252

連結会計年度中の変動額合計 △545 233 △144,951 △145,263 15,011 587,137

当 期 末 残 高 3,914 97,873 △144,951 △43,164 54,384 5,949,569
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連 結 注 記 表

継続企業の前提に関する注記
　該当事項はありません。

　
連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

1. 連結の範囲に関する事項
(1) 連結子会社の数 　２社
　 主要な連結子会社の名称 　三道工業㈱、雁部建設㈱
(2) 非連結子会社はありません。

2. 持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

3. 会計処理基準に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

有 価 証 券
満期保有目的の債券 　償却原価法（定額法）
そ の 他 有 価 証 券
時価のあるもの 　決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額

は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移
動平均法により算定）

時価のないもの 　移動平均法による原価法
た な 卸 資 産
販 売 用 不 動 産 　個別法による原価法(貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法)
未 成 工 事 支 出 金 　個別法による原価法
材 料 貯 蔵 品 　総平均法による原価法(貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)
(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産
(リース資産を除く)

　当社は定額法、連結子会社は建物は定額法、建物以
外は定率法によっております。

無形固定資産
(リース資産を除く)

　ソフトウェア（自社利用）については、社内におけ
る利用可能期間（５年）に基づく定額法によっており
ます。

リ ー ス 資 産 　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリー
ス資産
　 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする
定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金 　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見
込額を計上しております。

完成工事補償引当金 　完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、完成
工事高に対する将来の見積補償額に基づいて計上して
おります。

賞 与 引 当 金 　従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額を計上
しております。

工事損失引当金 　当連結会計年度末手持工事のうち損失の発生が見込
まれるものについて、将来の損失に備えるため、その
損失見込額を計上しております。
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(4) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　

退職給付に係る会計処理の方法
・退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属
させる方法については、期間定額基準によっております。

・数理計算上の差異、過去勤務費用及び会計基準変更時差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年
度より費用処理することとしております。
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）
による定額法により費用処理しております。
　会計基準変更時差異は、15年による定額法により費用処理しております。

・小規模企業等における簡便法の採用
　連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末
自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

　
完成工事高及び完成工事原価の計上基準

　当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工
事進行基準（工事の進捗度の見積もりは原価比例法）を、その他の工事については工事完
成基準を適用しております。

　
消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税に相当する額の会計処理は、税抜方式によっております。

会計方針の変更に関する注記
(有形固定資産の減価償却方法の変更)

　 当社の有形固定資産の減価償却の方法については、建物及びリース資産を除き定率法を採用
しておりましたが、当連結会計年度より定額法に変更しております。

　 当社は、道路建設業界の市場環境が新規建設から維持補修へと変化していることを踏まえ安
定的かつ持続可能な経営基盤の確立を目指して、当連結会計年度を開始年度とする新たな中期
経営計画を策定しました。当該計画を達成するために必須の設備投資として、主要な生産設備
である合材工場等をはじめとする製造・販売事業に関わる資産の大規模な更新と増強を計画し
ております。当連結会計年度以降の製品生産数量は安定すると期待され、また、当該計画に基
づく新たな設備については、急激な技術的・経済的陳腐化がないと予想されることから予定耐
用年数にわたって安定的に稼働することが見込まれています。

　 このように、当該計画に基づく設備投資等を契機として当社の有形固定資産の減価償却方法
を改めて見直した結果、耐用年数にわたり均等に費用配分を行うことが、企業活動の実態をよ
り適切に反映できるものと判断し、定額法を採用することといたしました。

　 この変更により、当連結会計年度の売上総利益が76,319千円増加し、営業利益、経常利益及
び税金等調整前当期純利益がそれぞれ78,749千円増加しております。

(退職給付に関する会計基準等の適用)
　当連結会計年度末より、「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月
17日）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24
年５月17日）を適用しております。（ただし、退職給付に関する会計基準第35項本文及び退職
給付に関する会計基準の適用指針第67項本文に掲げられた定めを除きます。）
　退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法に変
更し、未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用及び未認識会計基準変更時差異を退職給
付に係る負債に計上しました。
　退職給付に関する会計基準の適用については、退職給付に関する会計基準第37項に定める経
過的な取扱いに従っており、当連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包
括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しております。
　この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が144,951千円計上されており
ます。また、その他の包括利益累計額が144,951千円減少しております。
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表示方法の変更に関する注記
(連結損益計算書)

　 前連結会計年度において「営業外収益」の「その他」に含めておりました「保険事務手数
料」(前連結会計年度2,372千円)は、重要性が高まったため、当連結会計年度より区分掲記し
ております。

　
追加情報に関する注記

(確定拠出年金制度への移行)
　当社は、平成26年３月に退職一時金制度の一部について確定拠出年金制度への移行を決定し
「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しており
ます。
　本移行に伴い、マイナスの過去勤務費用が466,182千円発生しており、発生時における従業
員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を費用処理

（費用の減額）しております。
　

連結貸借対照表に関する注記
1. 担保資産及び担保付債務

(1) 下記の資産は、宅地建物取引業法に基づく営業保証金として担保に供しております。
投資有価証券 9,931千円

(2) 下記の資産は、借入金の担保に供しております。
建物・構築物 449,927千円
土 地 2,027,841千円
そ の 他（投資有価証券） 11,908千円

計 2,489,677千円

　 (上記資産に対応する債務)

短 期 借 入 金 ―千円
　 上記資産については、期中の銀行借入取引のため担保に供しております。

　なお、建物・構築物並びに土地に対しては、1,010,000千円を極度額とした根抵当権を設定し

ております。

2. 有形固定資産の減価償却累計額 6,634,519千円
3.  「土地の再評価に関する法律」(平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関

する法律の一部を改正する法律」(平成13年３月31日改正）に基づき、事業用土地の再評価を
行い、当該評価差額のうち法人税その他の利益に関連する金額を課税標準とする税金に相当す
る金額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、当該繰延税金負債を控除し
た金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価を行った年月日 平成13年３月31日
同法律第３条第３項に定める再評価の方法
 「土地の再評価に関する法律施行令」(平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第
４号に定める地価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計
算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算
定した価額に合理的な調整を行って算定する方法

再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額
△697,274千円

4. 未成工事支出金及び工事損失引当金
　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両
建てで表示しております。
損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額

25,841千円
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連結損益計算書に関する注記
1.工事進行基準による完成工事高 4,236,109千円

2.完成工事原価に含まれる工事損失引当金繰入額 37,681千円

　
3.減損損失
　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

地域 主な用途 種類 減損損失(千円)

北海道札幌市 事業用資産 建物・構築物 2,450

　当社グループは、原則として、事業用資産については継続的に収支の把握を行っている管理会
計上の事業単位を基準としてグルーピングしております。また、遊休資産についてはそれぞれ個
別の物件毎にグルーピングしております。
　上記資産については、建物の解体決議に伴い、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少
額及び解体費用を減損損失として特別損失に計上いたしました。その内訳は、建物・構築物80千
円、解体費用2,370千円であります。
　回収可能価額は、解体のため使用価値を零として算定しております。

　
連結株主資本等変動計算書に関する注記
1. 発行済株式に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

普 通 株 式(株) 18,555,000 ― ― 18,555,000

　
2. 自己株式に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

普 通 株 式(株) 5,973 1,495 ― 7,468

　
3. 新株予約権等に関する事項

　 該当事項はありません。

　
4. 配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配 当 額

(円)
基準日 効力発生日

平成25年５月27日
取締役会

普通株式 37,098 2.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

配当の原資
１株当たり
配 当 額

(円)
基準日 効力発生日

平成26年５月26日
取締役会

普通株式 55,642 利益剰余金 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日
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金融商品に関する注記

1. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については短期的な預金に限定し、資金調達は短期の銀行借入に
よっております。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びに管理体制
　営業債権である受取手形・完成工事未収入金等は、顧客の信用リスクに晒されております。
当該リスクに関しては、受注審査規則による与信審査及び与信残高の管理等によってリスクの
低減を図っております。また、投資有価証券である株式は、主に営業上関係を有する企業の株
式であり、市場価格変動リスクに晒されておりますが、四半期毎に時価の把握を行っておりま
す。
　営業債務である支払手形・工事未払金等は、ほとんどが１年以内の支払期日であります。
　法人税、住民税(都道府県民税及び市町村民税をいう。)及び事業税の未払額である未払法人
税等は、そのほぼ全てが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであります。
　また、これら営業債務及び未払法人税等の金銭債務は、流動性リスクに晒されております
が、当社グループでは各社が月次に資金計画を作成するなどの方法により管理しております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合は合理的に算定さ
れた価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異
なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

2. 金融商品の時価等に関する事項
　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時
価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません((注2)参照)。
　

　 (単位：千円)

連結貸借対照表
計上額

時 価 差 額

(1) 現金預金 6,175,072 6,175,072 ―

(2) 受取手形・完成工事未収入金等 13,160,124 13,160,124 ―

(3) 投資有価証券

　① 満期保有目的の債券 9,931 9,932 1

② その他有価証券 17,013 17,013 ―

資 産 計 19,362,141 19,362,142 1

(1) 支払手形・工事未払金等 13,890,002 13,890,002 ―

(2) 未払法人税等 597,026 597,026 ―

負 債 計 14,487,028 14,487,028 ―

　(注1) 金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券に関する事項

資 産
(1)現金預金
　預金は全て短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によって
おります。
(2)受取手形･完成工事未収入金等
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ
っております。
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(3)投資有価証券
　これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関から提示され
た価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は、以下のとおりで
あります。

　 ①満期保有目的の債券における種類ごとの連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次
のとおりであります。なお、当連結会計年度中に売却した満期保有目的の債券はありません。

　 (単位：千円)

連結貸借対照表
計上額

時価 差額

時価が連結貸借対照表計上額
を超えるもの 国債

9,931 9,932 1

時価が連結貸借対照表計上額
を超えないもの 国債

― ― ―

合計 9,931 9,932 1

　 ②その他有価証券の種類ごとの取得原価、連結貸借対照表計上額及びこれらの差額は、次のとお
りであります。なお、当連結会計年度中に売却したその他有価証券はありません。

　 (単位：千円)

取得原価
連結貸借対照表

計上額
差額

連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの 株式

10,931 17,013 6,081

連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの 株式

― ― ―

合計 10,931 17,013 6,081

　
負 債
(1)支払手形・工事未払金等及び(2)未払法人税等
　これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

　
　 (注2) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
　 (単位：千円)

連結貸借対照表計上額

非上場株式 14,613

　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるものであ
るため、「資産(3)②その他有価証券」には含めておりません。

　
　 (注3) 金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　 (単位：千円)

１年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

預金 6,145,563 ― ― ―

受取手形・完成工事未収入金等 13,160,124 ― ― ―

投資有価証券

　満期保有目的の債券（国債） ― 9,931 ― ―

合計 19,305,688 9,931 ― ―
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賃貸等不動産に関する注記

　賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

１株当たり情報に関する注記
1. １株当たり純資産額 317円84銭
2. １株当たり当期純利益 40円70銭

重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

その他の注記

該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成26年５月16日

三 井 住 建 道 路 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 若　松 昭 司 ㊞

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 藤 原 明 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、三井住建道路株式会社の平成25年４月１
日から平成26年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計
算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対
する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査
の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施さ
れる。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示
のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表
明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監
査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り
の評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、三井住建道路株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係
る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　
強調事項
　会計方針の変更に記載されているとおり、会社は、従来、有形固定資産(建物及びリース資産を
除く)の減価償却方法は定率法を採用していたが、当連結会計年度より定額法に変更している。
　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以 上
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貸 借 対 照 表
(平成26年３月31日現在)

資 産 の 部 負 債 の 部

千円 千円

流 動 資 産 20,001,929 流 動 負 債 16,828,639

現 金 預 金 5,796,823 支 払 手 形 6,521,561

受 取 手 形 3,294,677 工 事 未 払 金 5,220,994

完 成 工 事 未 収 入 金 8,043,386 買 掛 金 1,946,571

売 掛 金 1,702,967 未 払 金 406,208

販 売 用 不 動 産 2,287 未 払 費 用 460,224

未 成 工 事 支 出 金 727,394 未 払 法 人 税 等 581,516

材 料 貯 蔵 品 132,545 未 成 工 事 受 入 金 1,140,511

繰 延 税 金 資 産 172,616 預 り 金 230,090

そ の 他 146,319 完成工事補償引当金 32,600

貸 倒 引 当 金 △17,087 工 事 損 失 引 当 金 37,681

そ の 他 250,680

固 定 資 産 4,999,895 固 定 負 債 2,186,746

有 形 固 定 資 産 4,586,277 再評価に係る繰延税金負債 335,314

建 物 ・ 構 築 物 1,234,014 退 職 給 付 引 当 金 1,685,337

機 械 ・ 運 搬 具 774,175 資 産 除 去 債 務 83,447

工 具 器 具 ・ 備 品 48,553 そ の 他 82,647

土 地 2,507,934 負 債 合 計 19,015,385

建 設 仮 勘 定 21,598 純 資 産 の 部

無 形 固 定 資 産 158,568 株 主 資 本 5,884,652

借 地 権 22,959 資 本 金 1,329,850

ソ フ ト ウ ェ ア 105,441 資 本 剰 余 金 1,541,453

そ の 他 30,168 資 本 準 備 金 541,453

投資その他の資産 255,049 そ の 他 資 本 剰 余 金 1,000,000

投 資 有 価 証 券 41,558 利 益 剰 余 金 3,014,320

関 係 会 社 株 式 56,530 利 益 準 備 金 85,500

従 業 員 長 期 貸 付 金 23,272 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,928,820

破 産 更 生 債 権 等 22,028 繰 越 利 益 剰 余 金 2,928,820

繰 延 税 金 資 産 8,422 自 己 株 式 △971

そ の 他 166,355 評価・換算差額等 101,787

　貸 倒 引 当 金 △63,116 その他有価証券評価差額金 3,914

土地再評価差額金 97,873

純 資 産 合 計 5,986,440

資 産 合 計 25,001,825 負 債 純 資 産 合 計 25,001,825
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損 益 計 算 書

（平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで）

科 目 金 額

千円 千円

売 上 高

完 成 工 事 高 28,004,801

製 品 等 売 上 高 7,381,831

売 電 事 業 売 上 高 20,014 35,406,647

売 上 原 価

完 成 工 事 原 価 26,014,805

製 品 等 売 上 原 価 6,060,891

売 電 事 業 売 上 原 価 9,948 32,085,644

売 上 総 利 益

完 成 工 事 総 利 益 1,989,996

製 品 等 売 上 総 利 益 1,320,940

売 電 事 業 売 上 総 利 益 10,065 3,321,002

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,945,896

営 業 利 益 1,375,106

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,072

受 取 地 代 家 賃 3,767

保 険 差 益 金 1,066

保 険 事 務 手 数 料 2,274

そ の 他 2,414 10,595

営 業 外 費 用

支 払 利 息 888

賃 貸 収 入 原 価 1,247

支 払 保 証 料 9,215

そ の 他 164 11,515

経 常 利 益 1,374,185

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 2,699 2,699

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 8,719

減 損 損 失 2,450 11,170

税 引 前 当 期 純 利 益 1,365,715

法人税、住民税及び事業税 586,040

法 人 税 等 調 整 額 48,222 634,263

当 期 純 利 益 731,452
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株主資本等変動計算書

（平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで）

株 主 資 本

資本金
資 本 剰 余 金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
千円 千円 千円 千円

当 期 首 残 高 1,329,850 541,453 1,000,000 1,541,453

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 ―

当 期 純 利 益 ―

自 己 株 式 の 取 得 ―

株主資本以外の項目の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 ― ― ― ―

当 期 末 残 高 1,329,850 541,453 1,000,000 1,541,453

株 主 資 本
利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金
千円 千円 千円 千円 千円

当 期 首 残 高 85,500 2,234,466 2,319,966 △611 5,190,657

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △37,098 △37,098 △37,098

当 期 純 利 益 731,452 731,452 731,452

自 己 株 式 の 取 得 △359 △359

株主資本以外の項目の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 ― 694,354 694,354 △359 693,995

当 期 末 残 高 85,500 2,928,820 3,014,320 △971 5,884,652

評価・換算差額等
純資産合計

その他有価証券評価差額金 土地再評価差額金 評価・換算差額等合計
千円 千円 千円 千円

当 期 首 残 高 4,459 97,639 102,098 5,292,756

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △37,098

当 期 純 利 益 731,452

自 己 株 式 の 取 得 △359

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △545 233 △311 △311

当 期 変 動 額 合 計 △545 233 △311 693,683

当 期 末 残 高 3,914 97,873 101,787 5,986,440
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個 別 注 記 表

継続企業の前提に関する注記
　該当事項はありません。

　
重要な会計方針に係る事項に関する注記
1. 資産の評価基準及び評価方法
(1) 有 価 証 券

満期保有目的の債券 　償却原価法（定額法）
子 会 社 株 式 　移動平均法による原価法
そ の 他 有 価 証 券

　時価のあるもの 　決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純
資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

　時価のないもの 　移動平均法による原価法
(2) た な 卸 資 産

販 売 用 不 動 産 　個別法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下
に基づく簿価切下げの方法)

未 成 工 事 支 出 金 　個別法による原価法
材 料 貯 蔵 品 　総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法)
　

2. 固定資産の減価償却方法
有形固定資産
(リース資産を除く)

　定額法

無形固定資産
(リース資産を除く)

　ソフトウェア（自社利用）については、社内における利用可
能期間（５年）に基づく定額法によっております。

リース 資 産 　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を
採用しております。

　
3. 引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金 　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸
倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

完成工事補償引当金 　完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、完成工事高に対
する将来の見積補償額に基づいて計上しております。

工 事 損 失 引 当 金 　当事業年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれるものにつ
いて、将来の損失に備えるため、その損失見込額を計上しており
ます。

― 27 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2014年05月29日 19時41分 $FOLDER; 27ページ （Tess 1.40 20131220_01）



退 職 給 付 引 当 金 　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給
付債務の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると
認められる額を計上しております。
　退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりで
す。
・退職給付見込額の期間帰属方法
　 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度
末までの期間に帰属させる方法については、期間定額基準によ
っております。

・数理計算上の差異、過去勤務費用及び会計基準変更時差異の費
用処理方法

　 数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法によ
り按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度より費用処理するこ
ととしております。

　 過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理しており
ます。

　 会計基準変更時差異は、15年による定額法により費用処理し
ております。

　未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用及び会計基準変
更時差異の未処理額の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照
表と異なります。

4. 重要な収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完
成工事原価の計上
基準

　当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認めら
れる工事については工事進行基準（工事の進捗度の見積もりは
原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用
しております。

5. 消費税等の会計処理 　消費税及び地方消費税に相当する額の会計処理は、税抜方式
によっております。

　
会計方針の変更に関する注記

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

　 当社の有形固定資産の減価償却の方法については、建物及びリース資産を除き定率法を採用し

ておりましたが、当事業年度より定額法に変更しております。

　 当社は、道路建設業界の市場環境が新規建設から維持補修へと変化していることを踏まえ安定

的かつ持続可能な経営基盤の確立を目指して、当事業年度を開始年度とする新たな中期経営計画

を策定しました。当該計画を達成するために必須の設備投資として、主要な生産設備である合材

工場等をはじめとする製造・販売事業に関わる資産の大規模な更新と増強を計画しております。

当事業年度以降の製品生産数量は安定すると期待され、また、当該計画に基づく新たな設備につ

いては、急激な技術的・経済的陳腐化がないと予想されることから予定耐用年数にわたって安定

的に稼働することが見込まれています。

　 このように、当該計画に基づく設備投資等を契機として当社の有形固定資産の減価償却方法を

改めて見直した結果、耐用年数にわたり均等に費用配分を行うことが、企業活動の実態をより適

切に反映できるものと判断し、定額法を採用することといたしました。

　 この変更により、当事業年度の売上総利益が76,319千円増加し、営業利益、経常利益及び税引

前当期純利益がそれぞれ78,749千円増加しております。
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　表示方法の変更に関する注記
(損益計算書)

　 前事業年度において「営業外収益」の「その他」に含めておりました「保険差益金」(前事
業年度488千円)及び「保険事務手数料」(前事業年度2,291千円)は、重要性が高まったため、
当事業年度より区分掲記しております。

　
　 前事業年度において「営業外費用」の「その他」に含めておりました「賃貸収入原価」(前

事業年度1,332千円)は、重要性が高まったため、当事業年度より区分掲記しております。

追加情報に関する注記
(確定拠出年金制度への移行)
　当社は、平成26年３月に退職一時金制度の一部について確定拠出年金制度への移行を決定し
「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しておりま
す。
　本移行に伴い、マイナスの過去勤務費用が466,182千円発生しており、発生時における従業員
の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を費用処理（費用
の減額）しております。

　
貸借対照表に関する注記
1. 担保資産及び担保付債務

(1) 下記の資産は、宅地建物取引業法に基づく営業保証金として担保に供しております。
投資有価証券 9,931千円

(2) 下記の資産は、借入金の担保に供しております。
建物・構築物 449,927千円
土 地 2,027,841千円
投資有価証券 11,908千円

計 2,489,677千円

　 (上記資産に対応する債務)

短 期 借 入 金 ―千円
　 上記資産については、期中の銀行借入取引のため担保に供しております。

　なお、建物・構築物及び土地に対しては、1,010,000千円を極度額とした根抵当権を設定して

おります。
　

2. 有形固定資産の減価償却累計額 6,606,262千円
　

3. 関係会社に対する金銭債権・金銭債務
短期金銭債権 1,068,186千円
短期金銭債務 33,337千円

　
4.  「土地の再評価に関する法律」(平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関

する法律の一部を改正する法律」(平成13年３月31日改正）に基づき、事業用土地の再評価を
行い、当該評価差額のうち法人税その他の利益に関連する金額を課税標準とする税金に相当す
る金額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、当該繰延税金負債を控除し
た金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価を行った年月日 平成13年３月31日
同法律第３条第３項に定める再評価の方法

 「土地の再評価に関する法律施行令」(平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第
４号に定める地価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計
算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算
定した価額に合理的な調整を行って算定する方法

再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額
△697,274千円

　
5. 未成工事支出金及び工事損失引当金

　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両
建てで表示しております。
損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額

25,841千円
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損益計算書に関する注記
1. 工事進行基準による完成工事高 3,952,153千円

2. 完成工事原価に含まれる工事損失引当金繰入額 37,681千円

3. 関係会社との取引高
売 上 高 2,369,954千円
仕 入 高 83,572千円
その他の営業取引高 4,984千円
営業取引以外の取引 854千円

4. 減損損失
　当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

地域 主な用途 種類 減損損失(千円)

北海道札幌市 事業用資産 建物・構築物 2,450

　当社は、原則として、事業用資産については継続的に収支の把握を行っている管理会計上の
事業単位を基準としてグルーピングしております。また、遊休資産についてはそれぞれ個別の
物件毎にグルーピングしております。
　上記資産については、建物の解体決議に伴い、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減
少額及び解体費用を減損損失として特別損失に計上いたしました。その内訳は、建物・構築物
80千円、解体費用2,370千円であります。
　回収可能価額は、解体のため使用価値を零として算定しております。

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の数

普 通 株 式 7,468株
　
税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
貸倒引当金 23,282千円
退職給付引当金 600,654千円
販売用不動産評価減 14,168千円
その他 309,449千円

繰延税金資産小計 947,554千円
評価性引当額 △756,549千円
繰延税金資産合計 191,005千円

　
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 2,167千円
資産除去債務に対応する除去費用 7,798千円

繰延税金負債合計 9,966千円
繰延税金資産の純額 181,039千円
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関連当事者との取引に関する注記
1. 親会社及び法人主要株主等

属 性
会社等の
名 称

議決権等の
被所有割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

親会社
三井住友建設
株式会社

直接53.7％ 工事の請負
舗装工事等
の請負

千円 千円

2,220,153

受取手形 11,734

完成工事未
収入金・売
掛金

933,498

未成工事
受入金

1,511

取引条件及び取引条件の決定方針等
(1) 舗装工事等の請負については、工事ごとに当社見積価格を提出し交渉のうえ、一般的取引条

件と同様に決定しております。
(2) 取引金額は消費税等抜きの金額で、期末残高は消費税込みの金額で表示しております。

　
2. 子会社

属 性
会社等の
名 称

議決権等の
所有割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高
役員の
兼任等

事業上
の関係

千円 千円

子会社
三道工業
株式会社

100.0％ －人

舗装工事
等の請負

舗装工事
等の請負

71,060
完成工事未
収入金・売
掛金

46,931

舗装工事
等の発注

舗装工事
等の発注

83,572 工事未払金 8,544

子会社
雁部建設
株式会社

51.7％ １人
舗装工事
等の請負

舗装工事
等の請負

78,741 　 ― ―

取引条件及び取引条件の決定方針等
(1) 舗装工事等の請負については、工事ごとに当社見積価格を提出し交渉のうえ、一般的取引条

件と同様に決定しております。
(2) 舗装工事等の発注については、市場価格を勘案し取引価格を決定しております。
(3) 取引金額は消費税等抜きの金額で、期末残高は消費税込みの金額で表示しております。

１株当たり情報に関する注記
1. １株当たり純資産額 322円76銭
2. １株当たり当期純利益 39円43銭

重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

その他の注記
該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成26年５月16日

三 井 住 建 道 路 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 若　松 昭 司 ㊞

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 藤 原 明 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、三井住建道路株式会社の平成25年
４月１日から平成26年３月31日までの第67期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な
虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその
附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附
属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定
し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するため
の手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びそ
の附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適
正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細
書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

強調事項
　会計方針の変更に記載されているとおり、会社は、従来、有形固定資産(建物及びリース資産を
除く)の減価償却方法は定率法を採用していたが、当事業年度より定額法に変更している。
　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第67期事業年度の取締役の職務の
執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見
として、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について
報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し監査の方針、監査計画等に従い、取
締役、監査部、その他の使用人、親会社の監査役その他の者と意思疎通を図り、情報の収集及び
監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び内部監査
部門等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類
等を閲覧し、本店及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事
業報告に記載されている取締役の職務の執行状況が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条
第１項及び第３項に定める体制について、取締役会決議に基づき整備されている内部統制システ
ムについて取締役及び使用人等から構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応
じて説明を求め意見表明をいたしました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意
思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法に
基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検
証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日
企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以
上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2. 監査の結果
　(1) 事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも
のと認めます。

二 取締役の職務遂行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認め
られません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務執行についても、指摘すべき事項は
認められません。

　(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　 会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(3) 連結計算書類の監査結果
　 会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　平成26年５月23日
三井住建道路株式会社 監査役会

常勤監査役 井 上 達 夫 ㊞
監 査 役 松 本 俊 一 ㊞
社外監査役 布 施 憲 子 ㊞
社外監査役 阿 部 勉 ㊞

以 上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 取締役７名選任の件

　現在の取締役は、本総会終結の時をもって全員（７名）任期満了となりますの

で、新たに取締役７名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏
ふ り が な

名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当社
の 株 式 の 数

１
澤
さ わ せ い の す け

誠之助
(昭和25年９月26日生)

昭和49年４月 三井建設株式会社入社

23,000株

平成13年６月 同社取締役、執行役員、東京土木支

店長
平成15年４月 三井住友建設株式会社執行役員、東

京土木支店長
平成16年６月 同社取締役、執行役員、土木事業本

部副本部長
平成18年10月 同社常務執行役員、土木営業本部長

平成21年４月 当社特別顧問

平成21年６月 当社代表取締役社長（現任）、執行役

員社長（現任）

２
高
た か ぎ は る お

木 春 生
(昭和26年４月27日生)

昭和49年４月 三井建設株式会社入社

9,000株

平成15年12月 三井住友建設株式会社土木営業統括
部土木営業第五部長

平成16年４月 同社土木営業統括部エネルギー営業
部長

平成19年４月 同社土木営業本部土木営業第二部長

平成21年４月 同社土木本部土木営業部長

平成21年６月 当社執行役員、営業本部副本部長

平成22年４月 当社常務執行役員

平成22年６月 当社取締役（現任）

平成23年４月 当社技術研究所担当

平成24年４月 当社専務執行役員

平成25年４月 当社執行役員副社長（現任）、営業管

掌、監査部担当（現任）
平成26年４月 当社営業担当（現任）

３
岩
い わ さ き ま さ や

崎 正 也
(昭和26年６月29日生)

昭和49年４月 住建道路株式会社入社

10,000株

平成10年７月 同社東京支店工事部長

平成15年10月 当社関東支店営業部長

平成17年10月 当社関東支店副支店長

平成21年６月 当社執行役員、関東支店長

平成22年４月 当社常務執行役員、営業本部長

平成22年６月 当社取締役（現任）

平成24年４月 当社専務執行役員

平成26年４月 当社執行役員副社長（現任）、営業担
当（現任）、技術研究所担当（現任）
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候補者
番 号

氏
ふ り が な

名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当社
の株式 の 数

４
加
か と う か ず と し

藤 和 歳
(昭和28年10月５日生)

昭和47年４月 三井道路株式会社入社

23,000株

平成16年６月 当社九州支店工事部長兼ＩＳＯ管理
部長

平成18年４月 当社工事本部工務部長

平成18年５月 当社工事本部工事一部長

平成20年７月 当社九州支店副支店長

平成22年４月 当社九州支店長

平成23年４月 当社執行役員

平成24年４月 当社常務執行役員、工事本部長（現
任）、安全統括（現任）

平成24年６月 当社取締役（現任）

平成24年７月 当社安全環境部担当（現任）

平成26年４月 当社専務執行役員（現任）

※
５

松
ま つ い た か ゆ き

井 隆　幸
(昭和31年５月22日生)

昭和54年４月 三井道路株式会社入社

7,000株

平成18年４月 当社北海道支店製品部長

平成21年６月 当社工事本部製品部長

平成22年４月 当社企画・管理本部経営企画部長

平成23年４月 当社執行役員、工事本部副本部長兼
購買部長

平成24年４月 当社九州支店長

平成25年４月 当社常務執行役員

平成26年４月 当社専務執行役員（現任）、営業本部
長（現任）

※
６

根
ね ご ろ さ と る

来 悟
(昭和31年８月29日生)

昭和54年４月 住建道路株式会社入社

3,000株

平成15年10月 当社企画・管理本部経営企画部副部長

平成18年４月 当社関東支店事務部長

平成20年７月 当社九州支店事務部長

平成23年４月 当社企画・管理本部経営企画部長

平成24年４月 当社執行役員、企画・管理本部副本
部長

平成26年４月 当社常務執行役員（現任）、企画・管
理本部長（現任）

７
川
か わ し ま じ ゅ ん

島 淳
(昭和28年８月２日生)

昭和52年４月 三井建設株式会社入社

3,000株

平成18年４月 三井住友建設株式会社首都圏住宅建
設事業部総務部長

平成19年４月 同社東京建築支店営業管理部長

平成21年４月 同社建築営業本部建築営業管理部長

平成22年４月 当社企画・管理本部総務部長（現任）

平成25年４月 当社執行役員（現任）、企画・管理本
部副本部長（現任）

平成25年６月 当社取締役（現任）

（注）1．※印は、新任の取締役候補者であります。
2．各候補者と会社との間に特別の利害関係はありません。
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第２号議案 監査役１名選任の件

　監査役松本俊一氏は、本総会終結の時をもって辞任されますので、その補欠と

して監査役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　なお、本議案の提出につきましては、あらかじめ監査役会の同意を得ておりま

す。

　また、補欠選任されます監査役の任期は、当社定款の規定により、前任者の任

期の満了する時までといたします。

　監査役候補者は次のとおりであります。

氏
ふ り が な

名
(生年月日)

略歴、地位及び重要な兼職の状況
所有する当社
の 株 式 の 数

仲
な か が わ ま さ か ず

川 政 一
(昭和25年１月１日生)

昭和48年４月 三井道路株式会社入社

5,000株

平成６年４月 同社情報システム部長

平成９年11月 同社営業本部営業企画部長

平成15年10月 当社営業本部営業企画部長

平成16年６月 当社企画・管理本部経営企画部長

平成19年６月 当社執行役員

平成22年４月 当社常務執行役員、企画・管理本部
副本部長

平成24年４月 当社専務執行役員、企画・管理本部長

平成24年６月 当社取締役（現任）

（注） 候補者と会社との間に特別の利害関係はありません。

以 上
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〈メ モ 欄〉
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〈メ モ 欄〉
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至・早稲田

至
・
大
久
保

至・新宿 JR総武線 至・秋葉原

高
速
８
号
池
袋
線

目
白
通
り

厚生年金病院

牛込神楽坂

牛
込
中
央
通
り

東京メトロ有楽町線 外堀通り

神楽坂

飯田橋

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

神
楽
坂
通
り

都営大江戸線
大久保通り

牛込箪笥区民ホール
たんす

定時株主総会会場ご案内図

会場 東京都新宿区箪笥町15番地

　牛込箪笥区民ホール

〔交通機関〕

都営地下鉄大江戸線 牛込神楽坂駅A１出口徒歩０分

東京メトロ東西線 神楽坂駅２番出口徒歩約10分

（お願い）駐車場の用意がありませんので、お車でのご来場はご遠慮

くださいますようお願い申し上げます。
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